
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 4,822,400 1,116,720 611,072 0

事業費

の内訳

令和3年度決算

協力支援金：３２３，０２０千円
事務委託費：２８７，３３２千円

令和4年度予算

終了

人工 2.6 0.1 0.1 0.0

人件費 18,720 720 720 0

事業費 4,803,680 1,116,000 610,352 0

うち特定財源 4,803,680 880,400 610,352 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和3 年度

関連法令・条例・
要綱等

他都市の状況

他都市でも同様の事業が実施されている。

実施結果

令和３年１月１６日～２月１５日までの営業時間短縮等の要請に伴い、要請に御協力いただいた事業者に対し協
力支援金を交付した。（令和２年度に交付が完了しなかった５２１施設に対して交付。）

事業実施における
工夫点

コールセンター・事務処理センターを設置し、迅速に支援金を支給できるようにした。

対象者 すすきの地区事業者等 開始 令和2 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

新型コロナウィルスの感染拡大防止

長期

新型コロナウィルスの感染拡大防止

取組内容

新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を短期的かつ集中的に展開するため、すすきの地区を対象とした営
業時間短縮等の要請を実施し、その要請に応じた事業者に対して、協力支援金を支給する。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ○ 現状維持 ● 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ● 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
営業時間短縮等の要請に対し、対象としている施設のうち多く（概ね８割）の協力を得ることができたため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

令和３年度前半で事業終了。

予算
令和３年度前半で事業終了。

見直し効果額 610,352

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

令和４年度以降は実施しない。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

長期間にわたり、多数の問い合わせ対応業務や申請書類の事務処理業務等を行う必要があり、
かつ支援金の申請から支給まで速やかに対応する必要性があることから事業の実施手法（委託）
は適切であるといえる。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

営業時間短縮等の要請に対し、対象としている施設のうち多く（概ね８割）の協力を得ることができ
た。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

初回（令和２年１１月７日～２７日）要請から第５回までの対象施設は各回約４，０００施設を想定
（第４回支援金は約９００施設想定）していた。このうち、８割前後（第４回支援金は約６割）の施設
が要請に協力し、支援金の申請をしたことから、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策に効
果があったといえる。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

感染拡大状況をふまえて支給対象を設定し、他都市状況をふまえて支給額を設定しているため、
事業規模は適切であるといえる。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

-

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 営業時間短縮等の要請に応じた施設

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

12708 - 521


